
処理汚染水の海洋放出の問題点
何がどれだけ放出されたのか？

政府・東電の「切り取り方」は妥当か？
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2025年11月8日
 真実に目を向ける：未来への選択を､二本松市から考える



置き去りにされた数々の疑問

1. トリチウム以外にも多くの放射性物質

2. 放出総量は？

3. 代替案は？

4. 海洋放出のコストは？

5. 「関係者の理解」は？

6. 「廃炉のため」「復興のため」？

…



ALPS処理汚染水
「処理」されているけど、
まだ放射性物質を含んだ
水

放射性物質を含んだ廃液
（液体放射性廃棄物）

3

セシウム、ストロ
ンチウム除去

多核種除去
装置
（ALPS）

「処理水」？ 「汚染水」？



•処理汚染水約127万m3（2025年10月時点）

←約134万m3（2023年8月時点）から7万m3ほど減少

•約700兆ベクレルのトリチウム（2023年3月時点）

原発事故前に福島第一原発から海に流されていたトリチウムの約350年分

タンクの中の水には何が含まれているか？

2018年、メディアの報道を通じて、明らかになった。

トリチウム以外の放射性物質が基準を超えて残留。
６割以上の水で基準を超えている



東電処理水ポータルサイト



東電処理水ポータルサイト
ALPS処理水等の状況 | 東京電力 (tepco.co.jp)

海洋放出前に
もう一度ALPSを通す

トリチウム以外の

トリチウム以外でも基
準を上回っている
（64%）

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/alpsstate/
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/alpsstate/
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/alpsstate/
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/alpsstate/
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/alpsstate/


東電処理水ポータルサイト 2023年11月アクセスhttps://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf


東電処理水ポータルサイト 2023年11月アクセス
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf


東電処理水ポータルサイト 2025年11月アクセス
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf


東電処理水ポータルサイト



東電処理水ポータルサイト





累積的な放出量（2023.8.24-2025.10.14、計15回の放出の累計）

•処理汚染水：117,650m3 （希釈前）

•トリチウム：約26.8兆ベクレル

•ストロンチウム90：約63,593万ベクレル

•テクネチウム99：約8,691万ベクレル

•炭素14：約21億1,631万ベクレル

•ヨウ素129：約1億1,119万ベクレル

•セシウム137：約3,283万ベクレル

•コバルト60：約3,915万ベクレル

（東電発表データをもとに算出）



（東電発表データをもとに作成）
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（東電発表データをもとに作成）



東京電力「ALPS処理水海洋放出における 海域モニタリングの状況について」（2025年9月25日）
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（通常モニタリング）

東京電力「ALPS処理水海洋放出における 海域モニタリングの状況について」（2025年9月25日）



福島県沖のトリチウム濃度レベル
ND（検出されず）もしくは１Bq/L以下

「日本の環境放射能と放射線」サイトデータベースからの抜粋 https://www.kankyo-hoshano.go.jp/
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「日本の環境放射能と放射線」サイトデータベースより作成
https://www.kankyo-hoshano.go.jp/

Bq/L

2001年1月-2011年2月までのデータ数：553
検出されず（N/D）：506
最大値：2.9Bq/L
N/Dを除いた平均値：0.63Bq/L
N/Dを0.4としたときの平均値：0.42Bq/L
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東京電力「ALPS処理水海洋放出における 海域モニタリングの状況について」（2025年9月25日）

？



福島沖セシウム137濃度
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資源エネルギー庁「廃炉の大切な話
福島第一原子力発電所の今とこれから
2017」p.16

こういう切り取
り方って？



復興のため？廃炉のため？

「敷地が足りない」→燃料デブリ取り出しが前提

（一次保管場所として、約81,000m2を確保）
燃料デブリ＝燃料棒が溶け落ちて、その他の構造物と固まったもの

デブリは本当に取り出せるの？
デブリを取り出せたとしても、その先はどうするの？
どこに持っていくの？

決まっていません！



デブリ試験本格取り出し開始
「2030年代初め⇒2037年以降」に

• 2号機で微量の試験取り出し
（2024年11月、25年4月、計0.9
グラム）

• デブリは1～3号機で推計880ト
ン堆積。本格的な取り出しは、
原子炉建屋内の使用済み核燃料
が取り外されていることや、建
屋の損傷具合などから3号機で先
行させる。

• 気中工法？

• 「いずれの工法であっても、原
子炉内部の状況の把 握に努めな
がら、その設計や安全確保に順
次反映 していく」



従来の中長期ロードマップはすでに逸脱

• 2024年9月の2号機の「デブリ試験取
り出し開始」を「燃料デブリ取り出
し開始」とみなし、第３期に移行し
たことにした

• 「試験取り出し開始」と「燃料デブ
リ取り出し開始」はまったく異なる。

• 初号機の燃料デブリの取り出し方法
の確定など、「第２期」で行うとし
ていたことは行われていない

• 「使用済み燃料取り出し開始」を第
２期の開始時期としていたが、１，
２号機では使用済み燃料取り出しに
は着手できていないのにもかかわら
ず、第２期は終了したことにしてし
まった。

資源エネ庁サイト「福島第一原発廃炉に向けたロード
マップ：燃料デブリ取り出しの今」（2017/10/24）

2024年9月



東京電力「廃炉中長期
実行プラン2024」 2024
年3月28日

当初の中長期ロー
ドマップ（2011年
12月21日）では、
燃料デブリの取り
出し終了時期を
20-25年後（2031-
36年）としていた
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「風評被害」という言論封じ

• 本当の加害者は？→東電と国

• 「危険性を指摘する人」を「風評
を起こす人」「誤った情報をまき
ちらす人」とレッテル貼り

政府による広報より
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